
いわて未来づくり機構  

 平成２８年度総会・第１回ラウンドテーブル 
 

日時：平成 28年７月 22日（金） 

総       会 15:00～16:40 

ラウンドテーブル 16:45～17:40 

会場：サンセール盛岡 

 

        次     第        0 

総会（第１部）15:00～15:40 （会場：１Ｆダイヤモンド）                             

0 

１ 開会 

２ 共同代表挨拶  

３ 議事 

(1)議案第１号 平成 27年度実績報告（案）について 

(2)議案第２号 平成 28年度活動計画（案）について 

(3)その他 

４ 閉会 

 

総会（第２部）15:40～16:40                             0 

講演「地域のゆたかさを考える～希望と幸福について～」 

講師 東京大学社会科学研究所 教授 玄田有史 氏 

 

ラウンドテーブル  16:45～17:40                         0 

１ 開会 

２ ディスカッション 「地域のゆたかさについて」 

３ 閉会 

 

会員交流会 17:45～19:15 （会場：１Ｆエメラルド）   0 
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平成２７年度いわて未来づくり機構実績報告(案) 

「いわて未来づくり機構」の設立８年度目である平成 27年度においては、機構の第

２フェーズ（東日本大震災津波以降）で復興を加速する年と位置付け、成果と実績を

あげることに重点を置いて作業部会活動をはじめとした各種活動を展開した。 

 

事 業 内 容 

（１）総会の開催 

開催日：平成 27年７月９日（木） 

場 所：エスポワールいわて 

内 容：ア 平成 26年度実績報告(案)及び平成 27年度活動計画(案) 

    イ 講演「ＩＬＣと地方創生」 岩手県立大学長 鈴木厚人氏 

参加者：約 80名 

 

（２）ラウンドテーブルの開催 

  ① 第１回ラウンドテーブル 

開催日：平成 27年７月９日（木） 

    場 所：エスポワールいわて 

  内 容：ア ラウンドテーブルメンバーの変更 

        イ ディスカッション「地方創生」 

参加者：約 80名 

② 第２回ラウンドテーブル 

    開催日：平成 27年 11月５日（木） 

    場 所：岩手銀行本店 

    内 容：ア 報告「岩手県人口ビジョン」、「岩手県ふるさと振興総合戦略の策

定について 

        イ ディスカッション「地域を担う人材の育成と地元定着」 

    参加者：約 90名 

③ 第３回ラウンドテーブル 

    開催日：平成 28年２月１日（月） 

    場 所：岩手銀行本店 

    内 容：ア 機構の平成 27年度活動状況 

イ ＣＯＣ+事業と機構との連携について 

ウ いわて県民計画「第３期アクションプラン（案）」について 

エ 官民連携事例発表 

釜石市総務企画部総合政策課まち･ひと･しごと創生室長 

石井重成氏 

    参加者：約 100名 

   

議案第１号 
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（３）企画委員会の開催 

   活動の企画・調整を担う組織として、企画委員会を４回開催した。 

 

(４) 作業部会の開催 

新たに、ふるさといわて創造作業部会を設置し、地域を担う人材の育成と地元

定着等に向けた機構の取組を強化。 

部会名(担当機関) 平成 27年度の主な活動実績 

産業復興作業部会 

【岩手大学】 

・産業支援機関等からの情報収集や先進事例調査の実施 

・「コーディネーターアンケート調査」の実施（県内市町村対

象）と分析 

医療福祉連携作業

部会 

【岩手県立大学】 

・福祉施設を見守り拠点とした重層的見守り体制に係る実証

実験の実施（釜石）と人的見守りとＩＣＴ活用見守りを一元化

するためのポータルサイトのモデル的運用 

・成果報告、普及に向けた取組の実施 

かけ橋作業部会 

【岩手県】 

・復興支援プロジェクト「いわて三陸復興のかけ橋」を展開 

・復興支援マッチング、復興関連情報の発信及び復興支援ネ

ットワークの強化に取り組む 

東北未来創造イニ

シアティブ作業部会 

【岩手銀行】 

・実践型人材育成道場「未来創造塾」の第３期開講 

・卒塾生第１～３期で計 57名輩出 

復興教育作業部会 

【岩手大学】 

・復興教育支援のための講師派遣事業「いわての師匠派遣事

業」を実施（８件の講師派遣・プログラム提供） 

・事業参画機関の拡大（６機関→２０機関） 

いわて復興未来塾

作業部会 

【岩手県】 

・いわて復興未来塾６回開催 

・県民等に復興に関する学びの場を提供するとともに、参加者

間の交流や連携を推進 

ふるさといわて創造

作業部会 

【岩手大学】 

・平成 27年度新規設置 

・「ふるさといわて創造プロジェクト」との連携体制と作業部会の

運営体制を構築 

  ※ 詳細は別添資料のとおり。 

 

(５) その他 

①「いわて未来づくり機構だより」の発行（３回） 

② 各種フォーラムやセミナー等に係る後援及び周知協力等を実施 

 

ラウンドテーブルメンバー就任 

第１回ラウンドテーブル（平成 27 年７月）において、新たに、鈴木厚人 岩手県立

大学長が就任された。 
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平成２８年度いわて未来づくり機構活動計画（案） 

 

Ⅰ 活動方針 

 

 

 

 

  

 

Ⅱ 活動計画 

１ 県民運動の推進  

  東日本大震災津波からの本格復興と、希望郷いわてを実現するために、本機構

会員及び県民が一体となって、県民運動に取り組む。 

県民運動 主な取組 

2016 希望郷いわて国体・

大会の開催に係る協力 

・各種媒体を活用した周知・ＰＲ 

・花いっぱいやクリーンアップ等の県民運動への参加 

・ボランティア参加者の掘り起し・勧奨 

ＩＬＣ実現に向けた取組 ・ＩＬＣの理解増進 

・加速器をはじめとした関連産業への参入に向けた取組 

・関係各所に対する日本誘致に係る働きかけ 

・ＬＣＷＳ2016（盛岡）への開催支援 

台湾との定期便の就航 ・総会や印刷物等での周知・ＰＲ 

・積極的な利用や勧奨 

平泉世界遺産を活用した

地域振興の取組 
・平泉に関するイベントや講座等の開催・参加 

 

２ 各作業部会の活動  

   各作業部会は、いわての復興と未来づくりに向けた活動を行い、その成果をラ

ウンドテーブル、会員及び県民にフィードバックする。 

部会名【担当機関】 平成 28年度の主な活動計画・目標等 

産業復興作業部会 

【岩手大学】 

沿岸企業・産業の復興支援 

・コーディネーター活動に関する調査・分析 

・コーディネーターのあり方に関する提言取りまとめ 

医療福祉連携作業部会 

【岩手県立大学】 

重層的見守りによる地域包括ケアシステムの形成 

・外部資金を獲得したモデルシステムの実証実験 

・普及活動とネットワーク形成 

かけ橋作業部会 

【岩手県】 

復興支援プロジェクト「いわて三陸復興のかけ橋」の推進 

・復興支援マッチングの推進 

・復興関連情報の発信、復興支援ネットワークの強化 

議案第２号 

１ 本機構の第２フェーズ（東日本大震災発災以降）として、県民運動

と部会活動等に取り組み、成果をあげることで、復興とその先にある

希望郷いわての実現を図る。 

２ 本機構の活動内容の周知を図るため、引き続き情報発信を行う。 
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部会名【担当機関】 平成 28年度の主な活動計画・目標等 

東北未来創造イニシアティ

ブ作業部会 

【岩手銀行】 

人材育成（地域リーダーの養成） 

・第４期未来創造塾の開講 

・未来創造塾卒塾生に対する支援 

復興教育作業部会 

【岩手大学】 

いわての復興教育プログラムの推進支援 

・復興教育の講師を派遣する「いわての師匠」派遣事

業の推進 

いわて復興未来塾作業部

会【岩手県】 

いわて復興未来塾の開催 

・復興の担い手となる人づくりの観点から、いわて復

興未来塾を開催 

ふるさといわて創造作業

部会【岩手大学】 

地域を担う人材の育成と地元定着の推進支援 

・ＣＯＣ+事業「ふるさといわて創造プロジェクト」の

推進支援 

 

３ 情報発信  

   活動をより効果的に展開していくため、積極的に情報発信を行う。 

 

 

 

 

 

Ⅲ スケジュール 

主要行事 概   要 

総会 

時期：7/22 15：00～16：40 

場所：サンセール盛岡 

議長：(共同代表)高橋代表幹事 

進行：(岩銀)岩田委員長 

・平成 27 年度活動実績の報告及び平成 28 年度活動計

画の審議承認 

・講演「地域のゆたかさを考える～希望と幸福について～」   

東京大学社会科学研究所教授 玄田有史氏 

第１回ラウンドテーブル 

時期：7/22 16：45～17：40 

進行：(岩大)菅原委員 

・｢岩手の幸福に関する指標｣導入検討に係る説明 

（岩手県政策地域部） 

・ディスカッション「地域のゆたかさについて」 

会員交流会 

時期：7/22 17：45～19：15 

 

第２回ラウンドテーブル 

時期：１～２月 

会場：岩手銀行(仮) 

進行：(岩銀)岩田委員長 

・機構の活動状況報告、総括 

・次年度の活動に向けた提言他 

 

① 会員団体の総会等を利用した団体構成員等に対する機構の取組内容の周知 
② 機構だより、電子メール等を利用した会員向け情報提供（随時） 

③ 機構ホームページからの一般向け情報発信 

④ 県民の理解増進を図るため、マスコミへの情報提供の強化 



最重点事項 

いわて未来づくり機構が平成28年度に取り組む県民運動 
～ 本格復興と希望郷いわての実現に向けて ～ 

県民運動 
目標 役割分担 

目指す姿（最終目標） H28年度 機構の取組目標 産 学 県 

2016希望郷いわて国体 
・大会開催に係る協力 

 
■県内外各層への開催趣旨等の
幅広い浸透 

 
■募金0.5億円の確保 

■企業協賛1.6億円相当の確保 

■多くの県民の参加による盛り上
がり、機運の醸成 

●開催周知 
総会等でのPR、印刷物等へ
掲載、ポスター等の掲出など 

●実行委員会HPのリンク掲載 

●募金、企業協賛への協力 

●花いっぱい、クリーンアップ、
あいさつ、観光PR等の県民運
動への参加 

●関連グッズ開発の奨励 

●社員等による観戦応援やボラ
ンティアへの参加勧奨 

●開催周知 
    ポスター等の掲出、周知のた 
    めのＨＰやアプリ開発支援等 

●募金活動への協力 

●花いっぱい、クリーンアップ、あ 
  いさつ、観光PR等の県民運動 
   への参加 
●イメージソング・ダンスの普及 
協力 

●開閉会式や協議会の運営等へ   
  の協力 

●学生等の観戦応援やボランティ
アへの参加勧奨 

●運動の総合的な推進と展開 

  参加機運の醸成、啓発 
   130万人で参加宣言制度、   
  各種マスコミを通じた広報等 

  活動機会の提供 
   花いっぱい運動、わんこダ  
   ンス普及、わんこ広場等 

●運営ボランティアの養成 

●募金、企業協賛の呼びかけ 

 
■強化選手約20名の県内企業等 
  への就職 

■競技力向上に向けた側面支援 

●強化選手等の雇用促進 

●社員等が競技に取り組むため
のサポート体制の整備 

●スポーツ医科学等に基づいた
競技指導  

●練習場所等の提供 

●就職支援の実施 
面接会の開催、企業等への
働き掛け、選手への情報提供 

●選手強化の支援 
補助金の交付など 

●強化選手等の雇用促進 

ＩＬＣの実現に向けた 
取組 

 
■ＩＬＣ実現に向け、国内外への   
  ＩＬＣの概要や意義の浸透 
 
■日本政府の誘致表明への 
  働きかけ 
 
■外国人研究者とその家族等の 
   受入環境整備の促進 
 
■加速器関連産業の支援 
 
■盛岡で開催される国際学会ＬＣ   
  ＷＳ2016における県内の魅力 
   発信 
 

●岩手県ＩＬＣ推進協議会の取       
組推進（国等に対する誘致要
望や協議会の会員拡大など） 

●加速器関連産業研究会への 
 会員拡大をはじめとする県内  
 企業の加速器関連産業への 
 参入に向けた取組 

●ＬＣＷＳ2016（盛岡）の開催 
 支援          

●全学を挙げたＩＬＣ推進の取組
の実施 

●学生等による普及啓発活動
へのボランティア参加勧奨 

●公開講座等の開催 

●調査研究の実施 

●ＩＬＣに参画・貢献するグローバ
ルな人材の育成（インターナ
ショナル・スクール整備や医療
通訳など研究者やその子弟の
受入環境の整備） 

●ＬＣＷＳ2016（盛岡）の開催 

●ＩＬＣ推進の企画立案、連絡調
整 

●普及啓発活動（ＩＬＣキャラバ
ンや国外に向けた情報発信
等） 

●研究者やその子弟の受入環
境整備（国際化の推進等） 

●ＬＣＷＳ2016（盛岡）の開催
支援    

県民一人ひとりがそれぞれ

の立場で支える 

県民総参加の国民体育大

会・全国障害者スポーツ大

会の実現に向けて取り組む 

選手の競技環境を整備する

ことで、選手強化を側面から

支援するとともに、 

本県選手の活躍による県民

への勇気と活力を与えるきっ

かけ作りに取り組む 

 

■H28「県民総参加」 
 による国体・大会の 
 実現 

国体等への参加、おもてなしの心
で歓迎、復興支援への感謝 

 

 
■競技力の向上 
 
 

 
 

■ILCの実現 

1 

震災からの復興をはじめ、 

多文化共生社会や産業のイ

ノベーションなど社会・経済

の改革につながるＩＬＣの実

現に向けて取り組む 

参 考 １ 



重点事項 

県民運動 
目標 役割分担 

目指す姿（最終目標） H28年度 機構の取組目標 産 学 県 

台湾との 
定期便の就航 

 
■定期チャーター便 
   （春季（5/26-6/30）及び秋季)
の利用促進 

■季節定期便の就航実現 

●周知 
総会等でのPR、印刷物等へ
掲載など 

●経済ミッション等研修等での
積極的な利用 

●JETROなどを通じた台湾との
ビジネス交流の発掘・育成 

●社員等に対する利用勧奨 
休暇取得の奨励など 

●研究活動における積極的な
利用勧奨 

●留学生の受入、台湾の学校と
の交流の拡大・促進 

●学生、教員、職員に対する利
用勧奨 
休暇取得の奨励など 

●航空会社との連携強化 
トップセールス、就航支援など 

●アウトバウンド需要の創出 
パスポート取得キャンペーン
や台湾との交流事業助成、隣
県等からのバス代借上助成、
修学旅行事前視察助成など 

●機運醸成 
県内に加え隣県（青森、秋
田）での情報発信、PRなど 

●職員に対する利用勧奨 
休暇取得の奨励など 

 

平泉世界遺産を活用し
た地域振興の取組 

 
■「平泉世界遺産の日」 及び 
 世界遺産登録から５周年の節 
 目を契機とした関連事業の実 
 施及び参画 
 
 
 
 

●イベント・講座等の開催や出
席 

●景観形成・環境美化保全活
動 

●観光客へのおもてなし 

●平泉をテーマとした商品開発、
旅行企画 

●自動車ナンバープレート「平
泉」ナンバーの取得促進 

 

●公開講座等の開催 

●調査研究の実施 

●拡張登録に向けた取組の支
援・協力 

 

●世界遺産登録5周年事業の取
組 

  ・第3回世界遺産サミット開催 
  ・平泉世界遺産登録5周年事  
   業推進会議等を通じた、事 
   業実施における共通キャッ 
   チフレーズ、ロゴの使用等、 
   関係団体の連携強化 
 

●「平泉世界遺産の日」制定記念
事業の展開 
歴史、環境他専門家による講
演、パネルディスカッション等
の、５周年事業の展開 

●平泉文化の価値、理念の普及 
   啓発 
  各種媒体を活用した情報発信 
●文化財の保護、平泉文化の 
研究 

●拡張登録に向けた取組の実施 

●国内・海外の観光客の誘致 
 

●関係機関の連絡調整とイベン
ト等の情報の一元的な発信 

平泉の文化遺産について国

内外の人々の理解を深め、

将来の世代に継承していくと

ともに平泉世界遺産を活用し

た地域の振興に取り組む 

 
■経済・文化等の 
 交流の促進  

■定期便の就航 

 
■平泉文化遺産の 
 理解促進 

■将来世代への継承 

■平泉文化遺産を 
 活用した地域振興 

いわて未来づくり機構が平成28年度に取り組む県民運動 
～ 本格復興と希望郷いわての実現に向けて ～ 

「ケロ平」 

昨年度に引き続き運航される

春季定期チャーター便の利

用促進を図るとともに、来年

の季節定期便化の実現に向

けて県内の機運醸成に取り

組む 

２ 



 

 

平成 28年度 いわて未来づくり機構 

総 会 資 料 

 

部会実績報告及び活動計画(案) 
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岩手の幸福に関する指標の導入について 

「幸福に関する指標」導入の趣旨 1 

(1) 岩手県政の推進に当たり、物質

的なゆたかさに加え、岩手なら

ではの生き方やゆたかさにも着

目すること、個人の幸福と集団

全体の幸福との関係性といった

視点を踏まえることが重要。 

(2) いわて県民計画第３期アク

ションプランの期間（平成30年

度まで）において、試行的に、

｢幸福に関する指標｣の導入と評

価等への活用を行う。 

  

 

 

 

 

(3) 次期県民計画における本格導

入を目指し、県民等のご意見も

踏まえた検討を行い、県民の皆

様と一緒に、どのような地域を

目指すかを考える材料の一つと

していく。 

 

 

 
 

政策評価レポート 
（H27.11）等からの抜粋 

 

(4) 指標設定に当たっては、岩手

に根ざした風土や文化、暮らし、

また、東日本大震災津波からの

復興に大きな力となっている地

域や人のつながりといった、岩

手ならではのゆたかさに着目。 

   

「幸福に関する指標」導入の進め方 ２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《事前調査》 
・平成28年１～２月に行った県民意識調査
において、県民の幸福感、幸福に関して重視
する項目や領域別の幸福感について調査。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ステップ１ 
（Ｈ27年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
《事前調査の検証・分析》 
・平成28年度前半において、県民意識調査
による事前調査結果を分析。 
・外部有識者で組織する『「岩手の幸福に関
する指標」研究会』において、県民意識調査
の分析内容及び幸福に関する指標について意
見等を聴取。 
 
 
 
 
 
 
 

ステップ２ 
（Ｈ28～29年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《県民意見の反映》 
・過年度に行った県民意識調査の結果及び研
究会における議論等を基に、セミナー・ワー
クショップ等を開催し、幸福に関する指標に
ついて県民との意見交換を行う。 
（次期県民計画策定と連動して実施） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ステップ３ 
（Ｈ29～30年度）  

 
《本格導入》 
・次期県民計画において、幸福に関する指
標の本格導入を目指す。 
・政策評価の実施と合わせて、県民の幸福
感と関連指標の推移を把握・分析すること
により、「幸福に関する指標」を切り口と
した政策評価の支援ツールとして活用する。 

 

ステップ４ 
（Ｈ31年度～） 

 
 
・平成28年度に、外部の有識者からなる幸福に関する検討組織（『「岩手の幸福に関
する指標」研究会』）を設置 
 
【研究会設置の考え方】 
・幸福に関する指標については、専門家、研究機関による先行研究や、自治体等におけ
る先行導入の事例が存在することから、それらに関する専門的な知見を有する学識経験
者等から意見を聞くことが重要。 
・本県の特徴を十分に踏まえ、本県の幸福について的確に把握できる指標の導入に向け
て、本県の社会経済的背景、地域の状況などについて広範な知見を有する有識者から意
見を聞くことが重要。 

 

「岩手の幸福に関する指標」研究会 
政策評価における幸福に関する指標の試行的活用の考え方

政 策 評 価

事務事業評価

○「活動内容指標」と「成果指標」の状況を評価し、今後の方向を決定
（プラン構成事業）

政策形成支援評価

実績測定評価

○指標に基づく定量分析（達成度の測定）

○実績測定評価に加え、次の要素を加味した定性的な総合評価

・政策項目を取り巻く状況（県民意識調査結果等を反映）
・県の取組状況
・他の主体の取組状況

○総合評価を踏まえた「課題と今後の方向」の明確化
県民意識調査結果の活用

・「42の政策項目」レベル
・「政策項目を取り巻く環境」
の一要素として活用
・特にニーズ度の高い属性
（地域、年齢層、男女）が
ある場合、それを明示

幸福に関する指標の試行
的活用

・「７つの政策」レベルを想定
・これまでの政策評価に加え、
幸福に関する指標の状況
を分析し、その結果を明示
・特徴的な分野や属性を把
握することにより、施策の
見直し等に活用

新規

ラウンドテーブル資料 


